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さがえニュース

社
会
福
祉
の
増
進
に
多
大
な
貢
献

　
市
民
生
児
童
委
員
総
会
が
５
月
12
日

に
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

そ
の
席
上
、
太
田
邦
子
さ
ん
（
船
橋
）

に
佐
藤
市
長
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
特
別

表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
田
さ
ん
は
平
成
元
年
、
民
生
児
童

委
員
に
着
任
。
以
後
、
平
成
28
年
11
月

に
退
任
さ
れ
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ

て
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
た
り
必
要
な
援
助
を
行
う
な
ど
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
今
年
、
数
え
年
で
１
０
０
歳
と
な
る

方
を
祝
っ
て
５
月
８
日
か
ら
佐
藤
市
長

が
ご
家
庭
や
市
内
の
施
設
に
伺
い
、
一

人
一
人
に
賀
詞
と
記
念
品
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

　
初
日
に
訪
問
し
た
髙
橋
と
め
の
さ
ん

（
白
岩
）
は
「
食
べ
物
に
好
き
嫌
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
食
事
を
き
っ
ち
り
と
食
べ

る
こ
と
が
丈
夫
で
居
ら
れ
る
秘
訣
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
ハ
キ
ハ
キ
と
し

た
口
調
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
現
在
、
数
え
年
で
１
０
０

歳
以
上
の
方
は
45
人
、
こ
の
内
最
高
齢

の
方
は
１
０
６
歳
で
す
。
な
お
、
本
年

度
、
賀
詞
が
贈
ら
れ
た
方
は
15
人
で
す
。

寒
河
江
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

屋
上
広
場
か
ら
市
の
活
性
化
を
図
る

　
寒
河
江
産
の
ハ
ウ
ス
サ
ク
ラ
ン
ボ
の

出
荷
に
合
わ
せ
て
、
佐
藤
市
長
と
柴
田

清
志
さ
が
え
西
村
山
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
が
４
月
21
日
、
東
京
都
の
大
田
市
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
市
長
は
寒
河

江
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
今
年
の
出
来
栄
え

や
お
い
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。
市
場
関
係

者
に
試
食
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
品
質

の
高
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
芳
賀
潮
音

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン（
再
生
）し
て
い
る
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｅ
屋
上
広
場
Ｙ
ｏ
ｕ
＆
Ｍ
ｅ
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｋ
で
、
初
の
公
式
イ
ベ
ン
ト
が
５
月

20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

こ
れ
ま
で
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
イ
ベ
ン
ト
で
作
っ

た
ベ
ン
チ
や
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ

た
他
、
カ
フ
ェ
も
出
店
さ
れ
、
訪
れ
た

人
々
は
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ま
た
、
メ
モ
リ
ア
ル
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
は
約
50
人
が
参
加
。
木
の
板

に
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、
広
場
入
口
の

階
段
に
飾
り
ま
し
た
。
午
後
７
時
か
ら

行
わ
れ
た
映
画
上
映
会
で
は
約
１
５
０

人
が
来
場
し
、
満
天
の
星
の
下
、
映
画

を
楽
し
み
ま
し
た
。

平
成
29
年
春
の
褒
章
・
叙
勲

長
年
の
功
労
に
栄
え
あ
る
受
章

佐藤正樹さん
（佐藤繊維株式会社）

佐藤啓文さん
（本町）

島貫義和さん
（南町）

沢田節子さん
（中郷）

高橋勝文さん
（七日町）

髙橋正圀さん
（米沢）

地域の活性化に取り組む団体を支援「地域の活力アップ応援事業」
　市では、地域の活性化に自主的および意欲的に取り組む団体等の育成を図るため、地域の活力アップ応
援事業を実施しています。本年度の第１次募集による交付決定状況は下記のとおりです。

※第２次募集は７月31日㈪まで行っております。
●問合せ／市商工創成課地域戦略係☎86-2111内線416へ。

事業名 実施主体 事業内容

地
域
課
題
解
決
事
業

寒河江流鏑馬大会 寒河江流鏑馬大
会実行委員会

市の交流人口拡大・文化継承・子どもたちの情操教
育などを目的とし、寒河江の伝統行事である流鏑馬
を活用したスポーツ流鏑馬大会・体験乗馬・マルシ
ェなどを行う。

FULL UP（フルアップ）
 –SUPPORT YOUR
LOCAL BOND DO IT-

ストリートスポ
ーツワーキング
チーム

2020年東京オリンピックで正式種目に選ばれたスケ
ートボードについて、寒河江スケートパークをＰＲ
し山形から選手を輩出することを目指し、その足掛
かりとなるイベントを開催する。

元
気
創
造
事
業

寒河江南部地区コスモス
畑植栽およびコスモス祭
り実施事業

グリバーさがえ
利用促進連絡協
議会

グリバーさがえを観光施設として活用するためコス
モス祭りを開催し、園内周遊車や児童による写生、
写真撮影、展示などを行う。
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安
心
安
全
な
農
産
物
が
全
国
へ

　
さ
が
え
西
村
山
管
内
農
産
物
販
売
の

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
あ
る
ハ
ウ
ス
サ
ク

ラ
ン
ボ
の
全
国
へ
向
け
た
出
荷
に
当
た

り
「
さ
が
え
西
村
山
農
産
物
安
全
・
安

心
出
発
式
」
が
４
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
さ
が

え
西
村
山
本
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
安

全
安
心
な
農
産
物
産
地
と
し
て
の
評
価

を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
約
１
０
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
佐
藤
錦
が
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み

込
ま
れ
た
後
、
関
係
者
に
見
送
ら
れ
な

が
ら
関
東
方
面
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
と
実
践
的
な

消
防
力
の
確
立
を
図
り
「
市
消
防
団
春

季
消
防
演
習
」
が
４
月
23
日
、
市
内
３

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て
市
民
を
守
る
消
防
団

　
第
１
会
場
の
陵
東
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
、
小
隊
訓
練
や
消
防
操
法
訓
練

を
実
施
。
団
員
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
第
２
会
場
の
中
央
通
り
で
は
、
団
員

の
分
列
行
進
の
他
、
ポ
ン
プ
車
や
昔
使

用
さ
れ
た
腕
用
ポ
ン
プ
等
の
一
斉
放
水

が
行
わ
れ
、
そ
の
迫
力
に
沿
道
の
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
上
が

り
ま
し
た
。

　
第
３
会
場
の
市
民
文
化
会
館
で
は
、

佐
藤
市
長
が
「
市
民
の
安
全
安
心
の
た

め
、
今
後
も
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
訓
示
し
た
他
、
優
良
消
防
団
員
へ
の

表
彰
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

空
き
家
の
適
正
管
理
に
連
携
体
制

生
活
し
て
い
る
場
合
、
適
切
な
管
理
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
適
正
な
管
理
が
さ

れ
な
い
空
き
家
は
老
朽
化
が
進
み
、
住

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
本
年

度
か
ら
空
き
家
や
空
き
地
の
清
掃
・
点

検
な
ど
、
適
正
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

協
定
に
よ
り
、
市
が
空
き
家
等
の
所
有

者
か
ら
管
理
業
務
の
相
談
を
受
け
た
場

合
に
同
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
紹
介
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
今
後
も
良
好
な
住
環
境
の
保

全
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
快
適
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

意
欲
あ
る
農
業
者
を
市
が
支
援

　
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
交
付
式

が
４
月
24
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
意
欲
あ
る
農
業
者
が
よ
り
良
い
経

営
を
目
指
し
て
改
善
計
画
を
立
て
、
そ

の
計
画
を
本
市
が
認
定
す
る
も
の
で
、

國
井
正
美
さ
ん
（
西
根)

、
松
藤
博
人
さ

ん
（
元
町)

、
渡
辺
裕
之
さ
ん
（
高
屋)

、

合
同
会
社
さ
が
え
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
高
屋)

、
菊
地
健
さ
ん
（
幸
生)

、
安
孫

子
祐
彦
さ
ん
（
中
郷)

、
水
多
一
雄
さ
ん

（
柴
橋
）
が
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
と
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

５
月
２
日
に
「
空
き
家
等
の
適
正
な
管

理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
空
き
家
は
所
有
者
が
責
任
を

も
っ
て
管
理
す
る
も
の
で
す
が
、
高
齢

化
の
進
展
や
所
有
者
が
市
内
を
離
れ
て

花
の
回
廊
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
宮
崎
さ
ん

ブ
ラ
ン
ド
産
地
日
本
一
を
目
指
し
出
発

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
寒
河
江
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
事
業
が
30
回
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
記
念
式
典

を
開
催
。
植
栽
作
業
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
南
部
小
学
校
・
西
根
小
学

校
・
高
松
小
学
校
の
代
表
児
童
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
他
、
シ
ン
ボ
ル
花
壇
に

記
念
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
植
栽
さ
れ

た
ベ
ゴ
ニ
ア
は
７
月
中
旬
あ
た
り
に
見

頃
を
迎
え
る
予
定
で
す
。

設
や
宿
泊
施
設
内
併
設
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
「
た
し
ろ
亭
」
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
▼

地
域
情
報
発
信
な
ど
の
田
代
地
区
に
お

け
る
地
域
づ
く
り
活
動
全
般
の
支
援
―

な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
宮
崎
さ
ん
。
「
寒
河
江
市
の
農
業

や
観
光
産
業
に
関
心
が
あ
り
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
応
募
し
た
。
地
域
資
源
を

生
か
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
現
在
、
宮
崎
さ
ん
を
含
め
た

５
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
さ
が
え
コ
ラ
ム
「
縁
Ｊ
Ｏ

Ｙ
通
信
」
で
は
、
毎
月
交
代
で
皆
さ
ん

の
活
動
状
況
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
良
質
な
土
壌
条
件
と
統
一
し
た
栽
培

管
理
に
よ
り
高
品
質
・
良
食
味
米
を
安

定
生
産
し
て
い
る
「
つ
や
姫
ヴ
ィ
ラ
ー

ジ
ュ
」
で
５
月
20
日
、
開
村
６
年
目
の

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、

佐
藤
市
長
や
生
産
者
、
南
部
小
学
校
の

５
年
生
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
。
田

植
え
に
参
加
し
た
児
童
ら
は
、
ぬ
か
る

む
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
笑
顔
で

一
苗
一
苗
心
を
込
め
て
植
え
、
秋
の
豊

作
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
き
れ
い
な
花
で
ド
ラ
イ
バ
ー
や
市
民

に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
届
け
る
「
寒
河
江

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
・
花
い
っ
ぱ
い
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
植
栽
」
が
５
月
14
日
、

皿
沼
地
区
か
ら
高
松
地
区
ま
で
の
国
道

１
１
２
号
沿
線
と
市
内
中
心
市
街
地
等

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
６
時
か
ら
始

ま
っ
た
作
業
に
は
、
市
民
ら
約
８
千
人

が
参
加
。
心
地
よ
い
朝
日
を
浴
び
な
が

ら
サ
ル
ビ
ア
や
日
々
草
な
ど
約
３
万
２

千
本
を
植
栽
し
、
清
々
し
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
、
国
道
１
１
２
号
沿
線

の
周
辺
環
境
美
化
と
し
て
昭
和
63
年
度

　
新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

５
月
１
日
、
兵
庫
県
出
身
の
宮
崎
博
規

さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。
宮
崎
さ
ん
は

観
光
と
農
業
を
組
み
合
わ
せ
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
参
加
経
験
が
あ
り
、

地
域
づ
く
り
に
と
て
も
関
心
を
持
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
今
後
は
▼
旧
田
代
小

学
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
宿
泊
施
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　寒河江に住んで１年が過ぎました。関西人の自分にとって、雪の不便さや厳し
さを痛感したこの冬でしたが、気温も上がり私自身の趣味でもある待望のロード
バイクシーズンが到来！ 寒河江はもちろん、県内のみならず東北地方を自転車で
回りながら、いろんな良いモノ美味しいモノを探していきたいと思っています！

　先日、旧田代小学校を撮影する機会があり、桜の淡いピンク、
山々の新緑、春の青空のコントラストが美しく、自然豊かな寒河
江の側面を見る事ができました。こんな場所が身近にあるのはと
てもぜいたくだなぁと感じます。この施設は新たに宿泊施設とし
てリノベーションされ、来春から活用される予定です。寒河江の
新たな観光スポットができること、今から楽しみですね！

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

松田 光広（兵庫県出身）
ふるさと魅力応援隊、またフォトグラファーとして寒河江の良いトコ良いモノ
を見つけ情報発信していきます！ 寒河江の新しいチカラとなって貢献したい！

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

高齢者ホッと情報
　　なにほいず？

　65歳以上の方を対象に、地域の皆さんが気軽に参
加できるよう身近な地区の公民館等を会場にした介
護予防・生きがいづくり・仲間同士の交流等を目的
とする集まりの事をいいます。市でも運営の支援を
しています。
　平成29年４月末現在、市内各地に45カ所のサロン
があります。各サロンには運営委員会があり、それ
ぞれの地区で活動内容を計画し、茶話会やカラオケ、
体操、映画鑑賞、手芸、世代間交流などさまざまな
活動をしています。各サロンでは、活動に参加して
くださる新しい仲間
を常に募集していま
す。▼自分が住んで
いる地区にサロンが
あるのか▼新しくサ
ロンを立ち上げたい
―などがありました
ら気軽にお問い合わ
せください。
● 問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係
　☎86-2111内線623へ。

　高齢者ふれあい元気サロンに参加しよう！
　｢高齢者ふれあい元気サロン」ほいずはよ、

災
害
に
強
い
水
道
の
構
築

　
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
構
築

す
る
た
め
、
ポ
ン
プ
場
の
基
幹
施
設
や

送
水
管
、
配
水
管
等
の
耐
震
化
、
自
己

水
源
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

漏
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
大
切
な
水
の
漏
水
を
減
ら
す

た
め
に
毎
年
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
個
人
が
維
持
管
理
す
る
給
水

装
置
か
ら
の
漏
水
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
漏
水
が
な
い
か
定
期
的
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

公
費
で
の
漏
水
修
繕
範
囲

　
私
有
地
内
に
つ
い
て
は
、
官
民
境
界

か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
漏
水
に
つ

い
て
、
一
定
の
条
件
に
基
づ
き
公
費
で

修
繕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
漏
水
で

お
困
り
の
方
は
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
ま
た
は
水
道
事
業
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

受
水
槽
は
年
１
回
清
掃
を

　
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
な
ど
で
受
水
槽

が
あ
る
場
合
、
受
水
槽
と
そ
れ
以
降
の

公道・私道等へ配水管を布設します
　公道・私道に布設した共同管や複数の給水管で、水圧不足の発生、
または老朽化などが認められた場合は、市の配水管を布設することが
できます。なお、布設できるのは次の①～④などの要件を満たす場合
となります。
●要件／①要望を取りまとめる代表者がいるこ
　と、②給水管布設から30年以上経過している
　こと、③給水戸数が８戸以上であること、④
　排水管布設の土地利用に承諾できること
●問合せ／市水道事業所☎86-8511へ。

給
水
設
備
や
水
質
の
管
理
は
所
有
者
が

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
常
に
衛
生
的
で
安
全
な
水
を
供
給
で

き
る
よ
う
定
期
的
に
点
検
し
、
年
に
１

度
は
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
で
す

第
59
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
「
あ
た
り
ま
え　
そ
ん
な
み
ず
こ
そ　
た
か
ら
も
の
」

　本市を起点として西村山一帯を走り抜ける自転車のイベ
ント「ツール・ド・さくらんぼ2017」が、全国から1,500
人の参加者を迎えて開催されます。大会当日は市内を多く
の自転車が通過しますので、自動車等を運転する際は十分
ご注意ください。

●問合せ／市さくらんぼ観光課☎86-2111内線326へ。

「ツール・ド・さくらんぼ2017」開催についての
お願いと通過時間のお知らせ

①三泉（三泉小学校前）…６:30～
②慈恩寺・醍醐地区………６:40～
③田代から葉山市民荘……７:10～
④葉山市民荘から幸生……８:10～
⑤清助新田・谷沢地区……８:30～
⑥市街地（柴橋～中央工業団地～陵東中学校前)
　…12:30～17:00

通
過
予
定
時
間

会
場

道の駅寒河江チェリーランド
河川敷公園（スタート・ゴール）

日
時６/10㈯

開会式/６:00～
スタート/６:30～

　
　参加者にとって、沿道からのご声援が何よりの
力となります。参加者の方々が通過する時間帯に
は、ぜひ温かいご声援をお願いします。応援を通
して皆さんも参加者の一員となり、一緒に
大会を盛り上げましょう。

皆さんのご声援で大会を盛り上げよう！

　ドライマウスとは、加齢やストレスなど何らかの
理由で唾液の分泌量が少なくなり、口の中が乾燥し
た状態になる症状をいいます。初期の症状では、口
の中が粘ついたり、ぱさついて食べ物が飲み込みづ
らかったり、会話がしづらかったりします。また、
口臭などの症状も出ます。更に段階が進むと舌にひ
び割れが生じたり、口の中のばい菌が増え、虫歯や
歯周病が発生するなど深刻化してきます。
　原因はさまざまですが▼飲酒や喫煙▼口が乾く副
作用のある薬剤の服用▼顎周辺の筋力低下による唾
液の分泌量減少▼口呼吸の習慣化―などがありま
す。食事の際は食べ物をよくかみ、唾液をたくさん
分泌するようにしたり、唾液が出るようにマッサー
ジすることも必要でしょう。また、砂糖の分量が少
ないアメやガムをかんだり、マウスウォッシュを使
用するのも効果的です。口の乾きを感じたら、早め
のケアが大切です。

＝口の乾きにご用心！＝
　ドライマウスという言葉をご存知で
すか。口腔乾燥症（こうくうかんそう
しょう）と呼ばれる症状で、最近はこ
の症状の方が増えてきていますが、心
あたりのある方は要注意です。

●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

歯っ！とする歯のおはなし⑳

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」
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水道事業 病院事業

収益的収入 11億2,766万円
　〃　支出 9億7,381万円
資本的収入 7,073万円
　〃　支出 6億1,465万円

収益的収入 17億4,953万円
　〃　支出 17億7,876万円
資本的収入 8,370万円
　〃　支出 1億3,258万円

企業会計

区　分 予算現額 収入済額 収入済割合

市 民 税 20億310万円 19億5,905万円 97.8％

固定資産税 22億2,882万円 22億8,112万円 102.3％ 

都市計画税 3億4,734万円 3億5,099万円 101.1％ 

た ば こ 税 2億9,589万円 2億8,428万円 96.1％ 

軽自動車税 1億1,298万円 1億2,385万円 109.6％ 

入 湯 税 883万円 892万円 101.0％

総 額 49億9,696万円 50億821万円 100.2％

市税の収入状況

介護認定審査会共同設置

予算現額 2,684万円
収入済額 2,898万円
収入済率 108.0％
支出済額 2,003万円
支出済率 74.6％

後期高齢者医療

予算現額 4億7,095万円
収入済額 4億5,500万円
収入済率 96.6％
支出済額 4億5,790万円
支出済率 97.2％

財産区

予算現額 583万円
収入済額 965万円
収入済率 165.5％
支出済額 542万円
支出済率 93.0％

簡易水道事業

予算現額 615万円
収入済額 71万円
収入済率 11.5％
支出済額 435万円
支出済率 70.7％

自
主
財
源（
4８・０
％
）

市税

寄付金

諸収入・
その他

依
存
財
源（
５2・０
％
）

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

その他

49億9,697万円
予算現額予算現額 （収入済額　収入済率）（支出済額　支出済率）

（50億823万円　100.2％）

22億10万円 （20億4,094万円　　92.8％）

24億6,302万円 （21億2,631万円　　86.3％）

42億80万円 （42億1,518万円　100.3％）

23億4,964万円 （16億9,494万円　　72.1％）

16億150万円 （０円　　　　０％）

14億3,520万円 （７億８,０２０万円　　54.4％）

9億3,700万円 （9億２,２95万円　　98.5％）

40億7,128万円 （34億3,261万円　84.3％）

24億7,653万円 （12億880万円　48.8％）

19億6,324万円 （19億2,488万円　98.0％）

16億8,594万円 （14億5,982万円　86.6％）

14億59万円 （13億337万円　93.1％）

12億4,837万円 （9億7,830万円　78.4％）

消防費（5億234万円　89.9％）5億5,872万円

農林水産業費（4億258万円　84.4％）4億7,701万円
災害復旧費（10万円　　4.0％）248万円

その他（2億756万円　90.9％）2億2,844万円

60億7,163万円 （51億3,294万円　84.5％）

民生費

総務費

土木費

公債費

教育費

衛生費

商工費

　
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
を
主

な
財
源
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

市
の
財
政
状
況

平
成
29
年
３
月
末
現
在

一
般
会
計
予
算　
２
０
１
億
８
４
２
３
万
円
（
収
入
済
額
１
６
７
億
８
８
７
５
万
円　
83
・
２
％
）

（
支
出
済
額
１
６
５
億
５
３
３
０
万
円　
82
・
０
％
）

　ここで公表する数値は、
出納整理期間(※)の収入支
出は含まれていません。そ
れらを含めた平成28年度の
決算については、今後の市
報で公表いたします。
※ 出納整理期間…当該年度

の３月末までに確定した
債権債務について、現金
の未収未払いの整理を行
うために設けられた期間
で、会計年度終了後の翌
年度の４月１日から５月
31日までの２カ月間のこ
とをいいます。

土　　　　　地 1,476,282㎡

建　　　　　物 162,474㎡

自　　動　　車 87台（リース車両・水道・病院を除く)

有 価 証 券 な ど 6億9,270万円

積　　立　　金 30億6,970万円

温泉権（2カ所） 8,000万円

重　要　備　品 443個

市の財産
区　分 市債現在高 一時借入金

一 般 会 計 150億3,706万円 7億円

公 共 下 水 道 90億5,593万円 3億円

浄化槽整備事業 5億6,610万円 ０円

水 道 事 業 13億9,311万円 ０円

病 院 事 業 3億8,203万円 1億円

合 　 計 264億8,823万円 11億円

市債等の現在高

特別会計
公共下水道事業

予算現額 16億964万円
収入済額 7億1,973万円
収入済率 44.7％
支出済額 14億8,089万円
支出済率 92.0％

国民健康保険

予算現額 51億7,574万円
収入済額 44億1,094万円
収入済率 85.2％
支出済額 44億590万円
支出済率 85.1％

浄化槽整備事業

予算現額 2億3,051万円
収入済額 1,205万円
収入済率 5.2％
支出済額 1億7,114万円
支出済率 74.2％

介護保険

予算現額 42億3,613万円
収入済額 39億3,451万円
収入済率 92.9％
支出済額 37億2,467万円
支出済率 87.9％

　
今
号
で
は
、
３
月
31
日
ま
で
の
予
算
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
財
政
課
財
政
調
整
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
437
へ
。

歳　入歳　出
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まちかど
クローズアップ

たすきで思いをつなぎ総合６位

筆ペンを使って　"アート"　な書道

寒河江の春の風物詩

いろんな乗り物が大集合！

　遊佐から山形までの全29区間305.4キロメートル
を力走する「第62回山形県縦断駅伝競走大会」が４
月27日から29日の３日間にわたって開催されました。
大会２日目の28日は、寒河江西村山チームが六供町
公民館前に設置された寒河江中継所を第５位で通過。
選手たちの勇姿を見ようと集まった多くの観客の大
きな声援を背に受けながらたすきをつなぎ、全力で
駆け抜けました。

　色彩のあーと書道家未来（みく）さんによる「誰
でも簡単！筆ペンであーと書道講座」が、さくらん
ぼ会館で４月19日と26日に開催されました。未来さ
んが「筆ペンは、筆の良さを生かしてさまざまなデ
ザインの文字を書くことができる。自由な発想で書
いてほしい」と思いを伝えた他、筆の運び方や書き
方等をアドバイス。受講者は真剣な表情で筆ペンを
握り、思い思いに文字を書いていました。

　「さがえ春花物語桜まつり」が４月23日、寒河江
公園さくらの丘で開催されました。会場では満開の
桜を背景にカメラマンさんが記念撮影をしてくれる

「さくらの丘の写真館」や抹茶と茶菓子を楽しめる
「さくらのお茶会」などが行われ、多くのお客さん
が来場。ソメイヨシノなど約千本の桜が咲き誇るな
か、写真を撮ったりお茶席でホッと一息ついたりと、
ゆったりとした時間を過ごしていました。

　子どもから大人まで幅広い年代で楽しめる「第５
回春のこども祭り」が４月30日、最上川ふるさと総
合公園で行われました。会場には消防車や白バイ、
除雪車、リフト車、高所作業車、ブルドーザーとい
った働く車が集合した他、フェラーリなどのスーパ
ーカーがずらり。来場者は働く車の乗車体験をした
り、美しいデザインのスーパーカーを写真に収めた
りと楽しい時間を満喫していました。

　疾走する馬上から的に向けて矢を放
つ古式流鏑馬をスポーツとして楽しん
でもらいたいと「第２回寒河江流鏑馬
大会」が５月14日、チェリーランドさ
がえ多目的球技広場で開催されました。
選手は全国でも珍しい弧を描くように
設定されたコースに悪戦苦闘しながら
も、見事に的を射抜いていました。中
でも３騎がチームとなって行う団体戦
では、同時にコースを駆け矢を射る姿
とその迫力に、訪れた観客は大きな歓
声を上げていました。

伝統の武芸「流鏑馬」に親しむ

　魅力にあふれた水辺の楽しさを
体感できる「グリバーさがえ春祭
り」が４月30日、同所で開催され
ました。大型連休の１日を子ども
たちだけでなく家族みんなで楽し
めるよう、特定非営利活動法人ス
ペース・アンド・タイム・クリエ
ーションが企画。春の陽気に恵ま
れた会場には大勢の家族連れが訪
れ、にぎわいを見せました。イベ
ントでは、雄大な山々を一望でき
る熱気球の搭乗体験が初登場した
他、会場内を周遊するメルヘン号
や水上バイク、ラフトボート体験
などが行われました。中でも、水
しぶきを上げながら風を切って滑
走する水上バイク体験は爽快感抜
群で、子どもから大人まで人気を
集めていました。

家族で楽しむ水辺の１日
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生 涯 学 習 の ま ど生 涯 学 習 の ま ど
寒河江市美術館

いっちゃん会 ６／17㈯午後２時～３時
ムーミンママクラブ ６／25㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー
６／６㈫・13㈫・20㈫・27㈫の午前10時～11時30分

ガーデニングを楽しもう！ ６／25㈰まで
脳活 ６／27㈫から

今月の1冊
日本一短い手紙「ごめんなさい」
公益財団法人　丸岡文化財団・編　

中央経済社・発行　
　福井県坂井市丸岡町の手紙コ
ンクール「一筆啓上賞」の入選
作品集。「ごめんなさい」が今回のテーマ。普段
思っていてもなかなか言えないのが「ごめんなさ
い」の一言。手紙だからこそ相手に言えるし、伝
わるのかもしれない。40字という制限のある手紙
の中に、言葉以上に、作者の背景や感謝の心、笑
いと涙が想像できる。誕生や結婚等の記念日に、
短い手紙を書いてみてはどうだろう。

さくらんぼ大学写真展
アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月

二
十
二
日
、
雲
州
藩
松
平
氏（

島

根
県）

の
藩
兵
四
百
六
十
名
が
秋

田
土
崎
港
に
上
陸
し
た
。
幕
府
へ

の
信
義
を
守
っ
て
最
後
ま
で
戦
う

庄
内
藩・

南
部
藩
へ
の
攻
略
行
動

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
両
藩
と

も
新
政
府
に
謝
罪
降
伏
し
て
東
北

の
戦
局
は
終
末
を
告
げ
た
。

　
雲
州
兵
は
盛
岡・

仙
台
を
経
て

酒
田
に
至
り
、
翌
二
年
ま
で
旧
幕

領
の
治
安
維
持
に
務
め
て
い
た

「
郷
兵
」
た
ち
に
洋
式
兵
法
を
指

導
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
世

情
混
乱
の
な
か
で
悪
党
が
は
び
こ

り
、
寒
河
江
の
牢
屋
に
犯
人
を
捕

え
て
も
牢
破
り
を
す
る
有
様
で
、

郷
兵
た
ち
が
巡
回
し
て
犯
罪
を
未

然
に
防
ご
う
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
郷
兵
は
、
村
々
か
ら
集
め
ら

れ
た
屈
強
な
若
者
た
ち
で
構
成
さ

れ
た
。

　
明
治
二
年
の
島
村
御
用
留（

役

所
か
ら
の
命
令
や
連
絡
を
書
き
と

ど
め
た
書
類）

に
、
「
郷
兵
を
指

導
し
て
い
る
雲
州
藩
兵
の
賄
い
経

費
」
を
負
担
し
な
さ
い
と
い
う
命

令
が
見
え
る
。
同
年
の
『
大
町
念

仏
講
帳
』
に
は
、
「
雲
州
藩
渋
谷

金
藏・

野
地
栄
三
郎
ほ
か
四
名
が
、

酒
田
か
ら
引
っ
越
し
て
来
て
、
二

月
か
ら
八
月
ま
で
寒
河
江
に
滞
在

し
た
」
と
あ
る
。

　
こ
う
し
た「
雲
州
藩
東
北
出
兵
」

の
歴
史
を
探
ろ
う
と
、
編
さ
ん
室

に
尋
ね
て
き
た
の
は
仙
台
市
の
堀

尾
晴
さ
ん
で
あ
っ
た
。
松
江
市
に

あ
っ
た
父
の
実
家
の
納
屋
に
、
堀

尾
家
の
手
記
が
残
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
中
に
「
堀
尾
家
二

代
万
五
郎
は
藩
命
で
人
参（

朝
鮮

人
参）

売
り
捌
き
役
を
勤
め
て
い

た
が
、
明
治
元
年
に
秋
田
表
出
陣

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
斥
候
を
務
め
、

南
部・

仙
台
を
経
て
酒
田
に
長
期

滞
在
し
て
調
練
に
励
み
、
同
二
年

酒
田
を
出
立
し
て
十
月
に
松
江
に

帰
っ
た
」
と
あ
る
。
曽
祖
父
の
行

動
を
発
見
し
た
堀
尾
さ
ん
は
、「
雲

州
藩
東
北
出
兵
」
の
資
料
を
丹
念

に
調
べ
続
け
た
。
そ
し
て
寒
河
江

の
「
島
村
資
料
」
を
調
べ
に
来
た

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
編
さ
ん
室
で
は
、
ど

う
し
て
雲
州
藩
兵
が
寒
河
江
の
郷

兵
た
ち
の
調
練
に
や
っ
て
来
た
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
雲
州
藩
松

平
氏
は
い
ち
早
く
洋
式
兵
法
を
取

り
入
れ
、
親
藩
で
は
あ
っ
た
が
、

新
政
府
軍
の
一
員
と
し
て
羽
州
作

戦
に
出
兵
し
た
の
で
あ
っ
た
。
堀

尾
さ
ん
の
曾
祖
父
万
五
郎
も
、
寒

河
江
に
滞
在
し
て
郷
兵
た
ち
に
洋

式
調
練
を
教
え
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。

洋
式
兵
法
を
教
え
た
雲
州
藩
兵

Sagae Library
さがえライブラリー

　
市
美
術
館
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
会
場
と
し
て
、
絵
画
、
彫
塑
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
等
の
作
品
展

示
会
を
開
催
す
る
団
体
等
に
対
し

て
、
そ
の
開
催
に
係
る
費
用
を
支

援
す
る
「
市
美
術
館
特
別
企
画
展

支
援
事
業
」
。
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
市
美
術
館
専
門
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

● 

補
助
金
の
額
／
展
示
会
を
開
催

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

入
選
標
語

コ
ソ
コ
ソ　
ク
ス
ク
ス　
い
じ
め
の
葉
っ
ぱ　
出
て
い
る
よ

南
部
小
学
校
６
年　
佐
竹　
千
愛　
さ
ん

図書館へ行こう！

12日㈪・26日㈪❻月の休館日

す
る
費
用
の
３
分
の
２
以
内(

上

限
20
万
円)

● 

利
用
回
数
／

年
１
回

● 

申
請
／
市

文
化
セ
ン

タ
ー
美
術

館
専
門
員

原
田

　

 

☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

「
慈
恩
寺
歴
史
文
化
振

興
室
」
コ
ー
ナ
ー

Ｑ　
慈
恩
寺
は
、
ど
ん
な
宗
派
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　
奈
良
・
平
安
時
代
の
仏
教
は
、

国
家
を
守
り
、
社
会
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
、
仏
教
の
教
理（

考
え
や

教
え）

を
学
ぶ
と
い
う
も
の
で
、

こ
の
教
理
の
違
い
が
宗
派
と
な
り

ま
し
た
。
宗
派
が
明
確
に
な
っ
た

の
は
一
説
に
江
戸
時
代
か
ら
と
言

わ
れ
、
そ
れ
ま
で
は
他
の
宗
派
を

取
り
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
慈
恩
寺
は
と
い
う
と
、
約
千
三

百
年
前
に
始
ま
っ
た
時
は
法
相
の

教
理
で
、
平
安
時
代
に
は
天
台
教

学（

教
理）

の
寺
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
約
八
百
三
十
年

前
に
は
真
言
密
教
が
伝
え
ら
れ
、

三
百
七
十
五
年
前
に
は
、
一
部
院

坊
が
天
台
宗
に
な
り
、
江
戸
時
代

の
慈
恩
寺
は
、
真
言
宗
と
天
台
宗

の
お
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
が
、
慈
恩
寺
の
中
心
的

な
教
理
・
宗
派
で
し
た
が
、
他
に

も
真
言
律
宗
や
時
宗
の
寺
院
が
あ

り
、
禅
宗
の
姿
も
一
時
期
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
修
験
道
も
真
言
宗

と
一
緒
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
慈
恩
寺
は
、
古
代
の
仏
教
を
受

け
継
ぎ
、
様
々
な
宗
派
を
取
り
入

れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
に
慈
恩
寺
旧
境

内
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
本
堂

境
内
地
一
帯
等
が
正
式
に
国
の
遺

産
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
は
、
史
跡
の
保
存
と

活
用
に
つ
い
て
の
計
画
書
が
作
成

さ
れ
、
本
年
度
は
、
整
備
計
画
が

作
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
講
師
の
中
井
将
胤（

ま
さ
つ
ぐ）

氏
は
、
文
化
庁
の
史
跡
整
備
専
門

官
。
史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
の
整
備

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
全
国
の
史

跡
整
備
の
事
例
を
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
申
込
不
要
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
／
６
月
22
日
㈭
午
後
７
時

～
８
時
30
分

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

● 

講
師
／
文
化
庁
文
化
財
部
記
念

物
課
整
備
部
門
文
化
財
調
査
官・

中
井
将
胤
氏

● 
問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
慈
恩

寺
歴
史
文
化
振
興
室
☎（

８
６）

８
２
３
１
へ
。

第
５
回
慈
恩
寺
講
演
会

「
史
跡
等
の
整
備
に
つ
い
て
」

市
美
術
館
特
別
企
画
展
支
援
事
業
申
請
受
付

堀尾家手記

臨時休館のお知らせ
７月３日㈪～５日㈬　図書館システム更新に伴う休館

第
37
回
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

（

５
月
17
日
に
南
部
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
）

《
男
子
》

【
100
ｍ
】
①
大
石
庵
史（

寒
河
江
中

部）

14
秒
４
②
木
下
太
陽（

寒
河

江）

③
設
楽
大
元（

白
岩）

【
70
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】
①
細
谷
唯
斗

（

寒
河
江）

12
秒
２
②
木
下
太
陽

（

寒
河
江）

②
大
石
庵
史（

寒
河

江
中
部）

【
1000
ｍ
】
①
木
下
太
陽（

寒
河
江）

３
分
20
秒
１
②
細
谷
唯
斗（

寒
河

江）

③
小
林
航
河（

南
部）

【
走
り
幅
跳
び
】
①
大
石
庵
史（

寒

河
江
中
部）

３
ｍ
80
②
神
藤
雄
弥

（

寒
河
江）

③
荒
木
優
文（

寒
河
江）

【
走
り
高
跳
び
】
①
木
下
晴
陽（

寒

河
江）

１
ｍ
24
②
髙
橋
拮
平（

寒
河

江
中
部）

③
柏
倉
貫
汰（

柴
橋）

【
400
ｍ
リ
レ
ー
】
①
寒
河
江
小
１

組（
木
下
晴
陽
・
山
﨑
悠
貴
・
茂
木

凌
駕
・
荒
木
優
文）

１
分
00
秒
４

②
寒
河
江
小
２
組（

木
下
太
陽
・

鈴
木
一
槙
・
白
田
莉
空
・
細
谷
唯
斗）

③
寒
河
江
中
部
小
１
組（
芦
原
朋

樹
・
高
橋
秀
途
・
菖
蒲
咲
太
・
大

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

石
庵
史）

《
女
子
》

【
100
ｍ
】
①
奥
山
紬
来（

南
部）

15

秒
５
②
真
木
智
世（

白
岩）

③
山
口

奈
々（

寒
河
江
中
部）

③
三
好
綺
星

（

寒
河
江
中
部）

【
70
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】
①
奥
山
紬
来

（

南
部）

12
秒
８
②
真
木
智
世（

白

岩）

②
大
沼
蒼
彩（

高
松）

【
８00
ｍ
】
①
山
口
奈
々（

寒
河
江

中
部）

２
分
48
秒
４
②
佐
竹
千
愛

（

南
部）

③
安
藤
紗
優（

南
部）

【
走
り
幅
跳
び
】
①
髙
橋
鈴
禾（

寒

河
江
中
部）

３
ｍ
52
②
大
沼
愛
果

（

柴
橋）

③
真
木
智
世（

白
岩）

【
走
り
高
跳
び
】
①
松
田
希
来
莉

（

柴
橋）

１
ｍ
08
②
髙
子
愛
結（

高

松）

③
髙
橋
実
玖（

高
松）

【
400
ｍ
リ
レ
ー
】
①
柴
橋
小
２
組

（

松
田
希
来
莉
・
安
藤
咲
那
・
石

山
凛
・
菅
来
未）

１
分
05
秒
８

②
南
部
小
２
組（

植
村
聖
奈
・
武

田
結
衣
・
宮
澤
凛
・
奥
山
紬
来）

③
柴
橋
小
１
組（

大
沼
愛
果
・
菅

野
綾
音
・
髙
橋
朋
佳
・
芳
賀
の
の

か）

③
寒
河
江
中
部
小
３
組（

髙
橋

鈴
禾
・
後
藤
花
漣
・
今
野
雅
・
結

城
虹
心）

 

［
敬
称
略
］　

　みんなで楽しく学ぶ市民講座「寒河江さくらんぼ大
学」の昨年の様子を写真で振り返る企画展を行ってい
ます。各地区公民館がキャンパスとなり、それぞれが
創意工夫を凝らした講座を行っている「寒河江さくら
んぼ大学」。今年、受講を考えている方や「寒河江さ
くらんぼ大学」を知らなかったという方は、この機会
にぜひご覧ください。
　なお「寒河江さくらんぼ大学」の今年の募集は、6
月14日㈬まで各地区公民館で行っています。
●日時／ 7月11日㈫までの午前10時～午後7時
●休館日／6月7日㈬、21日㈬
●問合せ／市文化センター　美術館専門員　原田
　☎86-5111へ。おはなし室

ブックテーマコーナー
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市
総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
運
営
委
員
会
委
員
を
公
募

　
市
総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
・
ゆ
め

は
ー
と
寒
河
江
）
の
運
営
等
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
運
営
委
員

会
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
公
募
数
／
２
人(

応
募
多
数
の
際
は
抽
選)

●
応
募
資
格
／
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で

20
歳
以
上
の
方
。
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
任
期
／
２
年

●
応
募
方
法
／
申
込
書
に
応
募
の
動
機
や
子

育
て
支
援
策
に
関
す
る
意
見
を
記
入
の
上
、

６
月
20
日
(火)
ま
で
市
子
育
て
推
進
課
へ
郵

送
（
〒
991-

0021
寒
河
江
市
中
央
２
丁
目
２

番
１
号)

、
電
子
メ
ー
ルkosodate@

city.sagae.yam
agata.jp

、
持
参
の

い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
子
ど
も
支
援

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
611
へ
。

歯
周
疾
患
個
別
無
料
検
診

　
今
年
度
中
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳

に
な
る
方
に
、
無
料
受
診
券
を
６
月
中
に
お

送
り
し
ま
す
。

　
歯
と
口
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
全
身
の

健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
涯

を
通
じ
て
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
、
生

き
生
き
と
過
ご
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
歯
周
疾
患

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
実
施
期
間
／
７
月
１
日
(土)
～
12
月
31 

(日)（
閉

院
日
を
除
く
）

●
会
場
／
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医
療

機
関
（
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
620
へ
。

県
看
護
協
会

ま
ち
の
保
健
室

●
日
時
／
６
月
18
日
(日)
午
前
８
時
30
分
～
正
午

●
会
場
／
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え

●
内
容
／
血
圧
・
体
脂
肪
・
血
管
年
齢
・
骨

密
度
測
定
、
救
命
処
置
方
法
（
一
次
救
命

処
置
・
Ａ
Ｅ
Ｄ)

、
健
康
・
栄
養
相
談

●
問
合
せ
／
県
看
護
協
会
山
形
支
部
☎
０
２

３(

６
８
５)

８
０
３
３
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

手
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
日
時
／
６
月
10
日
～
25
日
の
各
土
・
日
曜

日
、
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
内
容
／
パ
ン
の
花
作
り
教
室
、
押
し
花
コ

ー
ス
タ
ー
作
り
、
紙
バ
ン
ド
で
作
る
か
ご

作
り
等
を
開
催
。
各
開
催
日
・
内
容
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
材
料
代
／
１
０
０
円
～
５
０
０
円

紙
バ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
教
室
（
初
心
者
コ
ー
ス
）

■
日
時
／
７
月
18
日
・
25
日
、
８
月
22
日
・

29
日
の
各
火
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
内
容
／
紙
バ
ン
ド
を
使
っ
て
、
か
ご
を
作

り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
先
へ
要
申
し
込
み
。

■
受
講
料
／
２
千
円
（
４
回
分)

、
別
途
材

料
代
が
必
要
で
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
費
を

助
成
し
ま
す

　
皆
さ
ん
の
生
命
と
住
ま
い
を
地
震
か
ら
守

り
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
工
事

費
用
の
一
部
を
市
が
助
成
し
ま
す
。
住
宅
の

耐
震
性
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
無
料
耐
震
診
断

　
市
で
認
定
し
た
耐
震
診
断
士
が
お
住
ま
い

の
木
造
住
宅
の
耐
震
性
を
診
断
し
ま
す
。
診

断
費
用
は
市
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

■
対
象
／
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
着
工
の

一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
二
階
建
て
以
下

の
在
来
工
法
の
も
の
。
た
だ
し
、
設
計
図

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他
／
改
修
の
場
所
や
補
強
計
算
を
記

し
た
耐
震
改
修
計
画
を
、
自
己
負
担
１
万

円
で
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
耐
震
改
修
工
事
費
助
成

■
対
象
／
①
の
耐
震
診
断
に
お
い
て
補
強
の

必
要
性
が
認
め
ら
れ
、
耐
震
改
修
計
画
を

作
成
し
た
方

■
補
助
金
額
／
最
大
１
２
０
万
円
（
工
事
費

の
２
分
の
１
）

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
333
へ
。

医
療
証
、

医
療
証

６
月
26
日
㈪
～
更
新
手
続
き
開
始

　
現
在
お
使
い
の
医
療
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
29
年
６
月
30
日
で
す
。
医
療
証
を
お
持

ち
の
方
に
は
更
新
手
続
き
の
案
内
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
案
内
が
届
か
な
く
と
も
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
（
随

時
受
付)

。

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証

■
対
象
／
①
～
⑤
（
①
身
体
障
害
者
手
帳
１・

２
級
、
②
療
育
手
帳
Ａ
、
③
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
④
障
害
年
金
証
書

１
級
、
⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
１
級
）

の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
で
、
本
人
の

市
民
税
所
得
割
額
が
23
万
５
千
円
未
満
の

場
合
に
該
当
し
ま
す
。
た
だ
し
、
健
康
保

険
の
自
己
負
担
割
合
が
１
割
で
、
本
人
ま

た
は
扶
養
義
務
者
に
所
得
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
持
ち
物
／
申
請
書
、
は
ん
こ
、
保
険
証
、

該
当
す
る
手
帳
等

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

■
対
象
／
配
偶
者
の
な
い
方
で
18
歳
以
下
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
本
人
と
児
童
、
ま

た
は
、
父
母
の
い
な
い
18
歳
以
下
の
児
童

が
対
象
で
、
所
得
税
が
非
課
税
の
場
合
に

該
当
し
ま
す
。

■
持
ち
物
／
申
請
書
、
は
ん
こ
、
保
険
証
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
就
労
証
明
書
等
。

ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
が
利
用
で
き
ま
す

■
利
用
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
対
象
／
２
歳
～
５
歳
（
体
重
27
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
下
）

■
利
用
料
／
１
０
０
円

■
そ
の
他
／
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

を
セ
ッ
ト
で
貸
し
出
し
ま
す
。
公
園
内
の

み
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ

イ
ベ
ン
ト
情
報

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
日
時
／
６
月
10
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
１
階

■
内
容
／
手
芸
、
衣
類
、
バ
ッ
グ
、
雑
貨
、

骨
董
品
等
の
展
示
即
売
会

ミ
ニ
四
駆
レ
ー
ス
大
会

■
日
時
／
６
月
10
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
２
階

■
内
容
／
ミ
ニ
四
駆
の
展
示
と
レ
ー
ス
大
会

の
開
催

●
問
合
せ
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
管
理

室
☎(

７
７)

６
３
３
０
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

催
し
案
内

美
空
ひ
ば
り
生
誕
80
年
「
女
の
花
道
」
上
映

　
幕
末
の
頃
、
出
雲
大
社
に
仕
え
て
い
た
お

き
み
は
16
歳
に
勧
進
の
旅
に
出
る
。
そ
こ
で

地
唄
舞
の
家
元
と
出
会
い
、
そ
の
弟
子
に
な

っ
て
や
が
て
頭
角
を
現
し
始
め
る
が
…
。
舞

●
期
間
／
６
月
26
日
(月)
～
７
月
７
日
(金)
（
閉

庁
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
／
郵
送
で
も
手
続
き
可
能
で
す
。

申
請
書
、
保
険
証
、
手
帳
等
の
コ
ピ
ー
を

忘
れ
ず
に
同
封
の
上
、
市
子
育
て
推
進
課

（
〒
991-

0021
寒
河
江
市
中
央
２
丁
目
２
番
１

号
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
家
庭
支
援
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
619
へ
。

児
童
手
当
「
現
況
届
」
は

　
６
月
30
日
㈮
ま
で
提
出
を

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
、
平
成

29
年
６
月
分
以
降
も
引
き
続
き
受
給
す
る
に

は
、
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

市
か
ら
送
付
さ
れ
た
現
況
届
用
紙
と
受
給
者

本
人
の
保
険
証
の
写
し
を
添
え
、
ハ
ー
ト
フ

ル
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限

ま
で
手
続
き
が
な
い
場
合
は
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
家
庭
支
援
係

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
619
へ
。

特
定
健
診
の
受
診
申
込
は

お
済
み
で
す
か

　
特
定
健
診
は
、
脳
卒
中
や
心
疾
患
の
原
因

と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

の
健
康
診
断
で
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

有
効
な
手
段
で
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
特

定
健
診
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
市
国
民

お
知

ら
せ

健
康
保
険
加
入
者
に
電
話
で
受
診
の
お
勧
め

を
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
年
に
一
度
の
受
診
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
～
44
歳
の
方
は
、
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
613
へ
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に

高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
教
室

　
い
ず
れ
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

認
知
症
予
防
体
操
教
室

■
日
時
／[

午
前
10
時
15
分
～
11
時
45
分
］
６

月
14
日
(水)
・
21
日
(水)
・
28
日
(水)
、[

午
後

１
時
30
分
～
３
時
］
６
月
30
日
(金)

■
定
員
／
各
回
６
人

■
内
容
／
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
頭
と
体

の
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■
持
ち
物
／
内
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

寒
河
江
市
民
歌
の
び
の
び
体
操
＆
ゴ
ム
体
操

■
日
時
／
７
月
３
日
(月)
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
定
員
／
30
人
程
度

■
内
容
／
市
民
歌
に
合
わ
せ
た
体
操
、
ゴ
ム

を
使
っ
た
体
操

■
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
お
持
ち
の

　
方
は
赤
い
ゴ
ム

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
630
へ
。

を
極
め
る
女
の
半
生
を
描
く
。
芸
道
一
筋
、

ひ
ば
り
の
劇
映
画
出
演
最
後
の
作
品
。
杉
村

春
子
、
田
村
高
廣
、
北
林
谷
栄
共
演
。

■
日
時
／
６
月
11
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
40
分

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

電
子
大
正
琴
、
日
本
舞
踊
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
６
月
18
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
40
分

■
出
演
／
岡
村
流
や
ま
が
た
、
寿
々
の
会

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)
３
９

９
０
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

パ
ン
の
花
体
験
教
室

●
開
催
日
／
６
月
10
日
(土)
～
29
日
(木)
（
受
付・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

●
参
加
料
／
５
０
０
円
～

●
申
込
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１
８

１
８
へ
。

認
知
症
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
三
泉

　
出
張
開
催
に
な
り
ま
す
。
出
入
り
自
由
。

●
日
時
／
６
月
15
日
(木)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ウ
ェ
ル
カ
フ
ェ
（
ウ
ェ
ル
シ
ア
寒

河
江
栄
町
店
内
）

●
内
容
／
ミ
ニ
講
話
「
認
知
症
の
方
の
困
っ

た
行
動
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
知
ろ
う｣

、

介
護
相
談
や
創
作
活
動
等

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

☎(

８
５)

６
８
７
０
へ
。
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■次号の市報６月20日号は、６月20日㈫に発行します。

６月の行事予定
5 ㈪
6 ㈫

7 ㈬
ゆめはーと寒河江「おいしいコーヒーの入れ方講 
座｣／みなみ保育所園庭開放日／３歳児健診／フ
ローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

8 ㈭ ふるさと交流スペース／ゆめはーと寒河江「わらべ
うたであそぼう｣／健康相談／市民浴場休場日

9 ㈮ なか保育所みいずみ分園園庭開放日

10 ㈯
ゆめタネ＠さがえ（～25日)／さくらんぼの祭典 
(～11日)／ツール・ド・さくらんぼ2017／チェリ 
ンとあそぼう！2017／さがえちぇり～マルシェ朝 
市／花あかり月うたげ／パパママスクール

11 ㈰
全国さくらんぼの種吹きとばし大会／チェリフェス
！／さくらんぼウォーク2017／休日当番医（折居内
科医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

12 ㈪ 市立図書館休館日

13 ㈫
にしね保育所、しばはしさくらんぼ子供園、さがえ
さくらんぼ子供園園庭開放日／こころの健康相談／
２歳６カ月児歯科検診／南部・柴橋・西部地区公民
館休館日

14 ㈬ 行政相談

15 ㈭ ふるさと交流スペース／９～10カ月児健診

16 ㈮
市役所庁舎開庁50周年記念コンサート／郷間正観ギ
ャラリートーク／子育てサロンエンジェル「しゃぼ
ん玉あそび｣／法律相談

17 ㈯ てとて市（～18日）

18 ㈰
さがえさくらんぼマラソン大会／休日当番医（す
まいるレディースクリニック)／証明書交付窓口開
庁（午前)／ハートフルセンター休館日

19 ㈪
20 ㈫ 寒河江第二幼稚園園庭開放日

21 ㈬ １歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

22 ㈭ ゆめはーと寒河江「祖父母の日｣／ふるさと交流ス 
ペース／市長相談／健康相談

23 ㈮ 離乳食後期教室・育児相談

24 ㈯ 冷たいラーメン祭り（～25日)／ふれあい動物園 
(～25日）

25 ㈰ ストライダーエンジョイカップ／休日当番医（にと
う小児科医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

26 ㈪
市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日／
４月・５月分の水道料金、下水道・浄化槽使用料口
座振替日

27 ㈫ しらいわ保育所園庭開放日／育児教室／中央公民館
休館日

28 ㈬
29 ㈭ なか保育所、しばはし保育所、たかまつ保育所園庭 

開放日／ふるさと交流スペース／３～４カ月児健診

30 ㈮ 市県民税（１期）納期限／４月・５月分の水道料金、 
下水道・浄化槽使用料納期限

7/1 ㈯ 市立病院糖尿病教室

2 ㈰
さくらんぼの都市さがえ全国俳句大会／郷間正観ギ 
ャラリートーク／休日当番医（三浦医院)／証明書 
交付窓口開庁（午前）

3 ㈪ 市立図書館休館日

4 ㈫ 市立図書館休館日

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
あ
そ
び
」

■
日
時
／
６
月
16
日
(金)
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

祖
父
母
の
日

■
日
時
／
６
月
22
日
(木)
午
前
10
時
～
11
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
お
孫
さ
ん
と
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば

あ
さ
ん
、
10
組
（
要
申
込
）

■
内
容
／
ス
カ
ッ
ト
体
操
を
し
た
後
に
、
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
で
交
流
会
を
開

き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

第
54
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
日
時
／
７
月
９
日
(日)
午
前
８
時
～

●
会
場
／
市
野
球
場

●
参
加
資
格
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す

る
方
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
（
学
生
を
除
く
）。

開
催
概
要
と
申
込
書
は
、
市
民
体
育
館
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
／
６
月
28
日
(水)
ま
で
市
民
体
育
館

　
☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

市
体
育
振
興
公
社

水
泳
教
室

●
日
時
／
６
月
28
日
(水)
～
30
日
(金)
・
７
月
３

日
(月)
～
５
日
(水)
、
全
６
回
、
午
後
６
時
30

分
～
８
時

●
会
場
／
市
民
プ
ー
ル

●
定
員
／
市
民
30
人

●
参
加
料
／
３
千
円
（
保
険
料
込
み
）

●
申
込
／
６
月
21
日
(水)
ま
で
市
民
体
育
館

　
☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

高
校
卒
業
程
度

税
務
職
員
採
用
試
験

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
活
気
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
国
の
財
政
を
支

え
る
税
務
職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
受
験
資
格
／
①
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
お

よ
び
高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
方
、
②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
方
。

●
受
験
申
込
期
間
／
６
月
19
日
(月)
～
28
日
(水)

●
受
験
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttp://

w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め
な
い
場
合

は
、
申
込
期
間
前
に
問
い
合
わ
せ
先
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
１
次
試
験
日
／
９
月
３
日
(日)

　本市における、
今後予想されるさ
まざまな災害に対
する知識と備えを
分かり易くまとめ
た「防災マップ」
を市内全戸に配布しました。今回は特に、水防法
の改正に伴う浸水深の変更や浸水区域が広がった
こと、また、活断層をマップに記載しています。
避難所等を確認していただくとともに、常に手の
届く所に置いて有効利用をお願いします。
●問合せ／市総務課危機管理室☎86-2111
　内線432へ。

防災意識向上と万が一の災害に
備え、防災マップを全戸配布　

６月10日（土）
６:30～７:30
寒河江駅前
みこし公園

● 問合せ／市
　商工創成課
　☎86-2111内
　線421へ。

さがえちぇり～
マルシェ朝市

●
問
合
せ
／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
☎
０

２
２(

２
６
３)

１
１
１
１
内
線
3236
へ
。

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

屋
内
25
ｍ
プ
ー
ル
監
視
員

■
雇
用
期
間
／
９
月
20
日
(水)
ま
で
①
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
②
午
後
５
時
～

９
時

屋
外
50
ｍ
プ
ー
ル
監
視
員

■
雇
用
期
間
／
７
月
１
日
(土)
～
８
月
31
日
(木)

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
②
午

後
５
時
～
９
時
（
屋
内
プ
ー
ル
の
監
視
も

あ
り
ま
す
）

●
対
象
／
18
歳
以
上
で
泳
げ
る
方
（
高
校
生

を
除
く
）

●
申
込
／
市
民
体
育
館
☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

最上川フェスタ2017　参加者募集
水辺交流会
　カヌー・ＳＵＰ(スタンドアップパドル)・バナ
ナボートを体験できます。
■日時／７月８日㈯午前10時～午後２時
■会場／グリバーさがえ
■イベント協力金／500円（乗り放題）
■申込／グリバーさがえ管理事務所☎85-1158へ。
第17回最上川ゴムボート川下り大会
　大江町～中山町の11kmをゴムボートで下ります。タイムレースの部（①一般の
部、②女性の部、③男女混合の部、④親子の部）とアイデアを競うパフォーマン
スの部があります。入賞チームには各市町の宿泊施設のペア宿泊券(３本)や特産
品等が贈られます。
■日時／７月９日㈰午前８時50分～
■参加料／１チーム(２人)2,000円
■申込／６月23日㈮まで最上川ゴムボート川下り大会事務局（中山町建設課内）
　☎023-662-2116へ。

不用品登録制度（５月25日現在）
　問い合わせいただいた方に各項目提供者等の連
絡先をお伝えしますので、直接交渉してください。
■ あげます／マッサージ器、２人掛けソファー、

座いす、日本人形、茶だんす、食器、スーツケース
■ 譲ります／普通自動車用夏タイヤ、棚、ポール
ハンガー、50ccミニカー、50ccミニバイク、洗
濯乾燥機

■ 譲って／マッサージチェア、来客用いす、51cc～
250ccバイク、ベンチプレス、介護用おむつ・パ

　ンツ・紙パット

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■ 譲って／二段ベッド、チャイルドシート、ジュ
ニアシート、山形西高等学校体操着

●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

　市では６月の第３日曜日を「寒河
江市さくらんぼの日」と定め、６月
中に多くのイベントを開催しながら、
観光客の「おもてなし」に取り組ん
でいます。

寒河江市さくらんぼの日

最上川カヌーウォーク2017
　大江町～中山町の11kmを最上川と周囲の景色を楽しみながらカヌーで下ります。
■日時／７月９日㈰午前９時～
■参加料／3,000円（弁当・記念品込み）
■申込／グリバーさがえ管理事務所☎85-1158へ。

●総合窓口／最上川フェスタ2017事務局(市建設管理課内)☎86-2111内線331へ。

給食の放射性物質検査結果

検体検査日 学校等名 セシウム
134

セシウム
137

５／15㈪～17㈬ 寒河江小学校 不検出 不検出

　保育所・小中学校給食の安全性を再確認するた
め、放射性物質検査を実施しています。

●問合せ／市学校教育課☎86-2111内線440へ。
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子
ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る
活
動

が
優
秀
で
あ
る
団
体
等
を
た
た
え
る

「
平
成
29
年
度
子
供
の
読
書
活
動
優

秀
実
践
学
校
・
図
書
館
・
団
体
の
表

彰
式
」
が
４
月
23
日
、
東
京
都
の
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
団
体
の
部
で

お
は
な
し
会
ム
ー
ミ
ン
マ
マ
ク
ラ
ブ

が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
同
団
体
は
平
成
３
年
の
市
立
図
書

館
開
館
以
来
、
図
書
館
で
毎
月
１
回

の
お
は
な
し
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
地
元
の
伝
説
を
題
材
に
し
た
絵

巻
・
紙
芝
居
を
制
作
し
て
地
域
で
の

読
み
聞
か
せ
を
行
う
な
ど
、
読
書
の

普
及
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感
じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、
地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん
の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

すぽっとチャンネル
市民レポーター さくらんぼ特派員

今
月
の
表
紙

■
発
行
／
寒
河
江
市
政
策
企
画
課
広
報
広
聴
係　
〒
991-

８601　
寒
河
江
市
中
央
一
丁
目
９
番
4５
号　
☎（
８
６
）２
１
１
１

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

Twitterでも特派員が
情報配信中
https://twitter.com/
sagae_tokuhain

　毎年恒例のつ
つじ祭り前夜祭

が長岡

山で開催されま
した。あいにく

の雨模

様で、前半はテ
ントでの演奏で

したが、

後半は50人以上
の観客と室内に

移動し

て、木製の楽器
の響きを身体で

感じま

した。野外も良
いですが、温か

な音を

共有できて和み
ました。�（北條

幸子）

　『一文字三ツ星』は寒河江地方を長く治めていた大江公の家紋で、毛利家の家紋と同じであると前に触れましたが、意外な場所でも見つけることができました。市民体育館の合宿施設です。スポーツ等をしている方は見たことがあるかもしれませんね。�（佐藤真由美）

�

　県動物愛護推進員とボランティアの方が飼い主のマナーアップを訴え、ふん処理袋とチラシを配布していました。社会や近隣に迷惑を掛けないモラルとマナーが必要です。人と動物が共存し、快適に過ごせる社会になることを心から願っています。� (酒井由美子）
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さ
が
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さがえの旬な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索


